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本稿の目的は, 運動中における 「内的フイー ドバツクのもたらす情報によって描く身体の動きの像」 と 「実際の身体の
動き」 の誤差を認知する 「誤差検出能力」 を高めることで, 倒立技能の習得, 習熟をめざす指導法を仮説的に作成するこ
とである。
すなわち, 内的フイー ドバツクに着目した先行研究の知見から, 「誤差検出能力」 を高める手段と して 「線画」 に筋や
関節からの情報を言葉や記号によって付加した 「内的フイー ドバツクに基づく線画」 を考案するとともに, 「内的フイー 
ドバツクに基づく線画」 を用いた指導法の観点および具体的視点を考察することで指導法の枠組みを捉えた。 そして, 著
者ら自身が学習者となり, 倒立の技能習得過程における運動表象及び技能の変化, また, その都度感じる 「内的フイー ド
バツクがもたらす情報」 を記録し, いつ, どのような 「線画」 を描かせることが有効なのかを検討し, 倒立を対象にした
「内的フイー ドバツクに基づく線画」 を用いた指導法を作成した。 
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1 . はじめに
体育学習では, 児童が自分のめあてをもち, それに向
かってねばり強く最後まで取り組み, 「できるようになっ
た。」 「わかった。」 「前より上手になれた。」 などの達成
感を味わう ことで, 肯定的自己概念が育まれるとされる
(杉原, 1989)。 この肯定的自己概念の生起は, 活動意欲
を喚起し, 運動に親しむ資質や能力の伸長および 「生き
る力」 の育成につながっていく と考えられ, 運動技能の
上達は体育学習における中核目標といえる。
ところで, そもそも運動技能はどのように習得されて
いくのだろうか。
杉原 (2003) は, 運動技能は 「認知の段階」, 「定着の
段階」, 「自動化の段階」 を経て習熟していく とする。 す
なわち, 「運動をどのよう にするかはわかるよう になる
が, やってみるとうまく いかない, 課題となる運動の全
体像について理解する段階 (認知の段階)」 から, 「意図
した動きと実行された動きがズレる場合があるが, フイー 
ドバツクを繰り返すうちに自分の動きが次第に良く感じ
とれるよう になってく る段階(定着の段階)」, そして
「脳の中に運動プログラムが形成され, 意識して注意し
なく ても機械的 ・ 反射的に運動を遂行できるようになる
段階 ( 自動化の段階) 」 に至る過程を経て運動技能は習
熟していく ということである。 また, 中込ら (2012) は, 
「運動イ メ ージの正確性が低いと, 自分の思っている動
きと違う動きをしていても気づく ことができません。 運
動のイメ ージを現実の運動と一致させていく ことが, 運
動がうまく なっていく過程であると言っても過言ではあ
りません。 熟練者の方が運動イメージの正確性が高いと
いう報告があり ます。」 と述べている。 さらに, 田中
(1990) も 「習熟するにしたがって自己観察の記述内容
は正確になる」 と報告している。
以上のことから, 運動技能が習得され, 習熟していく
とは, 外的フイー ドバツクによって運動中の自分の身体
の動きについてはつかんでいるが, 運動中の自分の体が
どのよう に動いたかわからない, つまり自分の身体の動
きの像を描けない段階から, 「内的フイー ドバツクによっ
てもたらされる情報」 によって, 運動中の身体の像が描
けるよう になることで 「運動中の身体の動きの像」 と
「実際の身体の動き」 との誤差を認識できるようになる
段階を経て, その誤差を小さく し, 「運動中の身体の動
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きの像」 と 「実際の身体の動き」 を一致させていく過程
といえる。 すなわち, 運動技能の習得, 習熟には, 外的
フイー ドバツクによって学習者に運動中の自身の身体の
動きを把握させることも重要であるが, 運動中における
「内的フイー ドバツクのもたらす情報によって描く身体
の動きの像」 と 「実際の身体の動き」 の誤差を認知する
「誤差検出能力」 を高めることがより重要と考えられる。 
しかし, 「誤差検出能力」 を高める指導法について言及
した研究は管見の範囲ではみられない。 そこで, 本稿で
は, 「誤差検出能力」 を高めることで, 運動技能の習得, 
習熟をめざす指導法を仮説的に作成することを日的とす
る。 そのために, まず, 先行研究を整理 ・ 検討すること
で 「誤差検出能力」 を高める手立てについて考察する。 
次に, その手立てを用いた指導法を作成する。 
11. 誤差検出能力を高める手立て
1 . 内的フイー ドバツクに着目した先行研究
表 1 は収集した先行研究を 「着目した内的フイー ドバツ
クの情報」 「対象時期」 「対象とした運動」 「研究成果」
の観点から整理したものである。
内的フイー ドバツク着目した先行研究は28件収集され, 
「動きの感じ」 に着目した研究と 「運動表象」 に着目し
た研究に分けられた。
「動きの感じ」 に着目した研究には, 「運動学習に求
められる知識とは, 単に運動の細部にわたる説明ができ
るという ことではなく, 自己の内面的な動きの感じをつ
かんだ上で, それを具体的な言語によって対象化できる
ことであると考えられる(村田ら 2008)」 「運動指導に
おいては学習者が動感と して共鳴できるような言葉ある
いはイ メージを探していく必要がある(戸倉 2009)」
表 1 . 内的フイー ドバツクに着目した先行研究
着目した内 
的フイー ド 
バツク情報 
対象 
時期 
対象と した 
運動種目 
件 
数 研究成果の一例 
動 
き 
の 
感 
じ 
に 
着 
目 
し 
た 
研 
究 
幼児 
期 
投動作 
走り幅跳び 
1 ・ 学習初期には目に見える具体的な目標を設定して投げたり跳んだりする経験 
を積ませる練習が不可欠である (佐藤, 2014)。 
児 
重 
期 
だるま回り 
前方支持回転 1 
・自分の動きに対して振り返って考える経験を積み重ねてきている高学年の児 
童の方が, オノマ トペを用いて運動のコツを表現するのに適してと考えられ 
る (三島, 2013)。 
前転 
側方倒立回転 1 ・ 小学校5 , 6 年生段階においても, 他者観察が自己観察力の形成に意義を持 っ ことや運動の習拿丸度の高まりに連れて自己観察が効果的に行われる (村田 
ら, 2006)。 
・ 運動学習に求められる知識とは, 単に運動の細部にわたる説明ができるとい 
うことではなく, 自己の内面的な動きの感じをつかんだ上で, それを具体的 
な言語によって対象化できることであると考えられる。 (村田ら, 2008)。 
・ 形態発生分析 ・ 促発処方分析方法によって, 10名中9名になんらかの動感化 
能力を発生させた (足立, 2012)。 
前方支持回転 1 
台上前転 
首跳ね跳び 1 
水泳の息継ぎ 1 
バレーボール 1 
成 
人 
期 
後方宙返り 2 ・学習者は自分の運動を把握するために観察する立場を臨機応変に変えている 
(周東, 1998)。 
・ 「理想像と実際の動きとのズレを欠点と して把握」 させる形式では不十分で 
あることが明らかになった(佐藤, 2001)。 
・ 運動指導においては学習者が動感と して共鳴できるような言葉あるいはイメー
ジを探していく 必要がある (戸倉, 2009)。 
・ 受け手には 「遠近感能力」 「気配感能力」 「スピー ド感能力」 等をより充実さ 
せることが大切である(加藤, 2015)。 
後転 
とび前転 2 
クラウチング
スター ト 1 
スキー 1 
柔道 1 
運 
動 
表 
象 
に 
着 
目 
し 
た 
研 
究 
児 
童 
期 
後方支持回転 2 ・後方支持回転の習熟段階を表す表象が明らかになった(田中, 1990)。 
・ 同一 の運動習熟段階での表象の量と内容には, 発達段階による差が存在した 
(田中, 1988)。 サッカー 1 
生 
徒 
期 
後方支持回転 1 ・ 表象は, 運動習熟に伴い量的には増加傾向を示したが, 表象内容は変容しな 
かった (田中, 1990)。 
・ 適切な運動イメージの形成は, 運動スキーマの発達とそれを調整するための 
言葉の発達によって確定される ( 田中, 2002)。 動作 1 
成 
人 
期 
後転倒立 2 
・ 技能の基本的な要素を満たし, ひとまとまりの運動が実施できる段階で自己 
運動イメージを正確にしていく ことが技能を進歩させる上で重要であること 
が示唆された (鶴原1991 )。 
一輪車 1 ・ 学習段階によって運動感覚的印象の特徴的変化が存在する。 運動者が同じよ 
うな運動感覚に意識を向け, 類似した運動感覚印象を得ることで学習が成立 
していることが示唆されている(宮本ら, 2002)。 
・ 小学校では感じを強調する指導が, 中学校では高く, 力強< , 素早く という 
ような筋運動感覚を強調する指導が特徴的である。 また, 比喩を用いた指導 
は中 ・ 高校に多く, リズムを強調した指導は小学校に多いのが特徴といえる 
(兵頭, 1991)。 
・ 擬態語は発話される時の強弱や長さによって言葉の意味と しては伝達が難し 
い力の変化パターン, いわゆるリズムを伝達することが可能になる ( 田中, 
1997)。 
短距離走 1 
サッカー 1 
バスケッ ト
ボール 1 
スキー 1 
ダーツ 1 
ゴルフ 1 
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などの知見がみられ, 運動学習における知識とは, 外部
から客観的にみた身体の動かし方だけではなく, 身体の
内部に感じる感覚を言葉として表象し, 学習対象として
対象化したものすべてを指すとする。 また, 指導者は, 
学習者の動感の感じを捉えた上で, 学習者の内部感覚に
訴え, 学習者と共有できる言葉, イメージを持つ必要が
あるとする。 すなわち, 「動きの感じ」 に着目した研究
は, 運動する際の学習者の意識内容やイ メージの内容の
変化から, 学習者の動きの意味を分析し, それに基づい
て運動技能を習得させていく指導法の構築を目指したも
のといえるであろう。 ここでいう 「動きの感じ」 は 「動
感」 ともいわれ, 金子 (2005) は 「 “動感” とは身体性
の中に息づいている “動いている感じ” 」 と述べている。 
佐野 (2017) は, 「 “動感” とは, “動きを支えている
感じ” のことである」 と している。 つまり, 「動感」 と
は筋や関節などからの 「内的フイー ドバツクがもたらす
情報」 と考えられる。
運動表象に着目した研究には, 「学習段階によって運
動感覚的印象の特徴的変化が存在する。 運動者が同じよ
うな運動感覚に意識を向け, 類似した運動感覚印象を得
ることで学習が成立していることが示唆されている (宮
本ら 2002) 」 「小学校では感じを強調する指導が, 中学
校では高く, 力強く, 素早く というような筋運動感覚を
強調する指導が特徴的である。 また, 比喩を用いた指導
は中・ 高校に多く, リズムを強調した指導は小学校に多
いのが特徴といえる(兵頭 1991)」 などの知見がみら
れ, 運動技能が習熟していくに伴い, 学習者の表象する
内容がどのように変化していくのか, また, この学習者
から表象される変化に基づく と, 小学生には運動の全体
的な感じとリズムを強調した指導, 中学生では筋感覚に
着目した指導が有効であるとする。 すなわち, 運動表象
に着目した研究は, 運動感覚の変化とそれに伴う運動技
能の変化の分析を通して, 運動技能習得に関する指導法
構築に資する基礎的知見を得るものといえるであろう。
対象時期は, いずれの研究も児童期後期以降のものが
ほとんどである。 宮本ら(2002) は, 「運動者の内面に
生起した運動感覚的印象を言語化するには一定の自己観
察能力が必要であり, 小学校低学年以下では適切な表出
が困難とされている」 と述べており, 「内的フイー ドバツ
クがもたらす情報」 を手がかり した指導は, 児童期後期
から行う ことが可能と考えられる。
また, 対象とする運動は, いずれもの研究も器械運動, 
陸上運動 , 水泳などのクローズ ドスキルを対象にしたも
のが多 く みられた。 クローズ ドスキルは, オープンスキ
ル以上に, 筋や関節からの情報に頼って運動を行う ため
に, 研究対象として多く取り上げられたものと推察され
る。 
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2 . 「誤差検出能力」 を高める手立ての検討
前述したように, 運動技能習得には 「誤差検出能力」
を高めることが重要であり, 「誤差検出能力」 を高める
には, 「内的フイー ドバツクがもたらす情報」 に着目す
ることが有効であると考えられた。
では, 「誤差検出能力」 を高めるには, 具体的にどの
よう な手立てが有効なのであろうか。
金子 (1996) は, 「動きを覚えるということは, 物理
的な理論で説明されるよりも, 人間特有な “動きの感じ”
をつかむことがどう しても必要になる」 と述べている。 
すなわち, 実際の動きの欠点を指摘されたとき自分の
「内的フイー ドバツクがもたらす情報」 に基づいて動き
を修正しているため, 物理的な形の違いを伝えるだけで
は動きの修正は難しいという こ とである。 また, 森
(2015) は, 「指導者は学習者の動き方を観察し状況に合っ
た動き方を示して “動き方の感じ” をつかめるように指
導することが重要であり, 学習者も練習の中で “動く感
じ” を意識し “動く感じ” を指導者に表示していく こと
が必要である」 と述べている。 さらに, 「指導者と学習
者が言葉や身振り, 絵や写真等を通して “動き方の感じ”
を確認し合うこと, つまり “動きの感じ” を共有するこ
とは新しい動きを発生させるうえで大切なことである」
とも述べ, 運動技能習得における学習者と指導者が内的
フイー ドバツクがもたらす情報を伝え合い, 共有し合う
ことの重要性を指摘している。 すなわち, 学習者は指導
者に 「内的フイー ドバツクのもたらす情報」, つまり
「運動中の自分の身体の動きの像」 を伝え, 指導者は学
習者が伝えるその情報から 「実際の身体の動き」 との誤
差を認知し, それを学習者に伝えるとともに学習者の
「誤差検出能力」 を高める手立てを打つていく ことで学
習者は合理的に運動技能を習得していく といえる。
表 2 は, 先の表1に示す先行研究の内, 内的フイー ド
バツクのもたらす情報を伝え合う手立てついて論じた研
究を整理したものである。
表に示すよう に, 「内的フイー ドバツクがもたらす情
報」 を伝え合う手立ては, 「言葉によって伝える方法」, 
「直接的な身体接触によって伝える方法」, 「内部感覚を
表現している絵によって伝える方法」 に分けられた。 こ
の内 , 最も多くみられたのが 「言葉によって伝える方法」
であった。「言葉によって伝える方法」 は, 指導者が学
習者の動きを外から観察し, 学習者が感じと っている
「内的フイー ドバツクがもたらす情報」 を読み取る。 学
習者は自分が感じた 「内的フイー ドバツクがもたらす情
報」 を言葉によって伝える。すなわち, 互いに 「内的フイー 
ドバツクがもたらす情報」 を言葉を媒介にして伝え合い, 
すり合わせることで共有化し, 学習を進める方法である。 
しかし, 「言葉によって伝える方法」 に対して足立
(2012) は, 「指導者が観察する外面と, 被験者が感じて
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表 2 . 内的フィ ードバックを伝え合う手立て
伝え合う方法 件 数 
対象とする運動 
領域 種目 技(発表者、年) 
葉 
対 
話 
3 器械運動 マッ ト運動 
前転, 側方倒立回転 (村田ら, 2007) 
後転 (佐藤, 2005) 
2 陸上運動 短距離走 リレーにおける受け走者のスタート( 加藤, 2015) 
1 水泳 クロール平泳ぎ 
クロールの息継ぎ, 平泳ぎのキック動作 (村 
田ら, 2007) 
1 ボール運動 バレーボール オーバーハンドパス(足立, 2012) 
ト オ 
ペ ノ 
マ 1 器械運動 鉄棒運動 だるま回り (三島, 2013) 
身体接触 1 柔道 月一月し (太田ら, 2009) 
内部感覚を 
表現している絵 1 器械運動 トランポリン 後方宙返り(周東, 1998) 
いる内面にはズレがある。」 とし, 「言葉による指導」 は, 
学習者が伝える 「内的フイー ドバツクがもたらす情報」
を指導者が的確に捉えることができなかったり, 指導者
が伝える情報を学習者が的確に理解することが出来なかっ
たりする場面が生じると指摘している。
「直接的な身体接触によって伝える方法」 は, どの身
体部位を, いつ, どの程度の力で, どの方向に, どのく
らいの時間, 動かすのかを学習者と指導者が直接身体を
接触し合うことで, 伝え合い, 共有化し, 学習者の新た
な動きを出現させていこう とするものである。 例えば, 
太田ら (2009) は, 柔道における 「崩し」 を対象に, 
「崩しのコツ」 を指導者と学習者が実際のかけ合いの中
で伝えていく指導法は, 言語や視覚による提示指導法で
は伝わらない力の強さ, 方向 , そのタイ ミ ングなど, い
わゆるコツを感得させることに有効であったことを報告
している。 しかし, このような指導者と学習者が直接組
み合うことで 「動きの感じ」 を伝える指導法は, 柔道の
よう な対人競技では有効と考えられるが, 陸上競技 , 水
泳などの直接的な身体接触を伴わない競技では活用しに
くいといえる。 また, この 「直接的な身体接触によって
伝える方法」 の一つに器械運動の指導においてよく用い
られる 助法がある。 三木ら(2014) は, 認知の段階に
ある学習者は, 自分の身体がどのよう に動いているかを
漠然としかつかめず, 教師の指摘や指示が理解できない
ことが多いと指摘した上で, このような段階の学習者に
は幇助で成功した時の感じを体感させることによって, 
運動経過の正しい 「動きの感じ」 をつかむことができた
り, 自分の欠点に気づいたり練習での注意点や課題を把
握できたりするとしている。 一方, 効果的な幇助ができ
るようになるには, 幇助のやり方をただ知識と して知つ
ているだけではなく, 十分な訓練が必要であり, さらに, 
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学習者の内部感覚の高まりを見抜き, それに対応するこ
とが求められると指摘している。
「内部感覚を表現している絵によって伝える方法」 は, 
「動きの感じ」 を表す絵を媒介にして, 指導者と学習者
が 「動きの感じ」 を伝え合い, 共有化することで学習者
に新しい動きを生み出していこう とするものである。 こ
の 「動きを感じ」 を表す絵を森(2015) は, 「動感画」
と呼び, 学習者が感じる 「内的フイー ドバツクがもたら
す情報」 やそれによる 「頭の中に描く自分の体の動きの
像」 を読み取る手立ての一つと して提案している。
動感画とは, 図 1 に示すように, 人が動く感じ, すな
わち 「動感」 を示すよう に描かれた画である。 森
(2015) は, 「動感画は, 時間に関係なく動きの変化を追っ
て主要な局面をピックアップして描く ので, “動きの感
じ” を生き生きと表現することができます。 したがって, 
コマとコマの移動時間は等間隔ではなく不規則なものに
なりますから, 動きの速さや移動距離をもとに定量分析
を進めるバイオメ カニクスの分野からすると理解しにく
いかもしれませんが, 動きの感じを追及してト レーニン
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誤差検出能力の高まりを促す内的フイー ドバツクに基づく線画を用いた指導法の作成
グに明け暮れる選手にと っては, むしろ “動感画” の方
がより効果的に動き方の感じやコツをつかむことができ
ることになります。」 とし, 「動感画」 の学習効果を述べ
ている。 また, この 「動感画」 は, 学習者が自ら描く
「自己動感画」 と指導者が描く 「他者動感画」 の2 つに
分けられている。 森は 「 “自己動感画” は, 運動前に描
く場合は, 学習自身がこれから挑戦しよう とする運動を
どのような感じで実施しよう としているかを表し, また, 
運動後に描く場合は, 実際に動いた後にその動き方を思
い返してこんな感じで動いたという ことを表している。
“他者動感画” は, どんなところに注意してどのように
行えばよいかをわかりやすく示すもの, または, 学習者
の欠点を修正するための目当てとなる動き方をわかりや
すく示すもの」 と述べている。 さらに, 「 “動感画” で
は実際の動きを忠実にそのままを描く ことより も, “動
きの感じ” が理解しやすいように動きの特徴を見抜いて
誇張して画にする」 としている。
運動に関わる知識をすべて言葉で表現することはでき
ない。 例えば, 自転車の乗り方を例にして考えると, ハ
ンドルの握り方, サドルの座り方などは言葉で表現する
ことができるが, 曲がり角での体の傾け具合, その時の
ペダルを踏み込む力などを言葉で表現することは難しく, 
すべてを表現しきれない。 すなわち, 運動には, 「暗黙
知」 「手続き的知識」 などと呼ばれる言語化しにくい, 
または, 言語化できない知識が存在しているという こと
である。 そして, 指導者にと っては, この知識をいかに
学習者に伝え, 習得させていくのかが問われる。 森のい
う 「動感画」 とは, この言語化しにくい, または, でき
ない知識を学習者に伝えよう とする一つの手立てといえ
るであろう。
このよう に, 「動感画」 は, 言葉では伝えきれない
「動きの感じ」, つまり, 「内的フイー ドバツクのもたら
す情報」 をより的確に表すことができると考えられ, 
「言葉によって伝える方法」 に比べ, 指導者と学習者が
互いに共有し合う情報にズレが生じにく く なると推察さ
れる。 また, 「直接的な身体接触によって伝える方法」
に比べ, 対人競技に限定されることなく, さらに, 指導
者の高度で専門的な知識と熟練した 助技術がそれ程必
要ではない汎用性の高い方法といえる。 そこで, 本稿で
は, この 「動感画」 に着目したい。
森 (2015) は 「動感画」 を描き方によって 「輪郭画」
と 「線画」 の2つに分けている。 図2 は, 跳馬 ・ 山下跳
びの連続局面を表した 「動感画」 における突き手後の空
中局面を表した 「輪郭画」 と 「線画」 である(森, 2015)。 
森は, 「 “輪郭画” は体の輪郭を線で囲むようにして描
いた絵一般的な画法であり, 運動の解説や一連の動きを
記録として保存するよう な場合によく用いられる。 “線
画” は, 体の輪郭を描かず1 本の線で体の動きを描写す
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る画法あり, 輪郭画より も動きの特徴や要点をわかりや
すく, しかも短時間で描く ことができる」 と述べている。
「輪郭画」 は, 身体の輪郭が描かれており体の全体の
像がわかりやすいため, 初心者のよう に技能レベルが低
い場合には, 「輪郭画」 の方が運動の様子や体の締めな
どの筋肉の使い方を把握しやすいと考えられる。 しかし
ながら, 描く には描画力が必要であり, 時間もかかる。
一方 , 「線画」 は1 本の線で運動の様子を表している
ため学習者が 「線画」 から体の輪郭となる筋肉を想像し
なければならない。 また, 線画から 「内的フイー ドバツ
クにもたらす情報」 を読み取る力も必要になる。 これは
技能の低い学習者にとっては難しいことと考えられる。 
また, ひねり動作など, 表現しにく い動きがある。
しかしながら, 線画から 「内的フイー ドバツクのもた
らす情報」 を読み取る力があるならば, 胸の反り を特に
強調して描かれているため僧帽筋中部と脊柱起立筋を締
めて胸を突き出す必要があるという情報がわかりやすく
伝わってく ると考えられる。 また, 線画の方が輪郭画よ
りも, 短時間に描く ことができる。 それに加え, 輪郭画
よりも描く人の描画力に表現が左右されにくい。 すなわ
ち, すべての教師の描画力が高いとは限らない上に, 即
時的なフイー ドバツクが求められる教育現場の状況を考
えると 「線画」 の方が 「輪郭画」 に比べ指導に適した手
立てと考えられる。
以上のことから, 教育現場においては, 指導者が学習
者の内的フイー ドバツクのもたらす情報を認知し, それ
に基づいた指導を行う手立てとしての 「線画」 の有効性
が考えられたが, 松田ら (2016) は中学 1 年生を対象に
マット運動において 「線画」 を用いた指導を行った結果, 
「文章で書く より も絵でまとめた方が動きが具体的でわ
かりやすく, さらに動画と比較することで自分に何が足
りないかわかった」 などの生徒の発言や単元後の生徒へ
筒 井 茂 喜 吉 田 正 松 谷 昌 典
の質問紙調査によって, 多くの生徒が 「線画」 が技能の
向上に役だったと感じているとする一方, 一部の生徒は
「動きの感じ」 を的確に捉えることができず, 技能向上
がみられなかったと述べている。 このことは, 前述した
ように, 技能の低い生徒, すなわち 「内的フイー ドバツ
クのもたらす情報」 によって運動中の自分の体の動きが
像として十分に描く ことができない生徒, 「誤差検出能
力」 の低い生徒は内部感覚を的確に表した 「線画」 を描
く ことができない, また, 指導者が提示する 「線画」 か
ら 「動きの感じ」 を十分に捉えることができないことを
示唆していると考えられる。
そこで, 著者らは, 線画では表現しきれない学習者の
「内的フイー ドバツクがもたらす情報」 を言葉や記号に
よって補う ことで学習者の 「内的フイー ドバツクのもた
らす情報によって描く身体の動きの像」 の有様や学習者
の感じる筋感覚などの内部感覚情報を指導者に伝えるこ
とができ, 指導者はそれを把握するができるのではない
か, また, 指導者は, 学習者に 「動きの感じ」 を伝える
ことができるのではないかと考えた。
本研究では, このような 「線画」 に筋や関節からの情
報を言葉や記号によって付加したものを 「内的フイー ド
バツクに基づく線画」 と呼ぶこととする。
図 3 に示すのは, 著者らが想定した学習者が描いた
「内的フイー ドバツクに基づく線画」 とそれを受けて指
導者の示す 「線画」 である。 学習者が描く 「内的フイー 
ドバツクに基づく線画」 には, 手の指先, 手首, 肩峰, 
大転子, 外果, 足のつま先の各部位を記号の0 で描かせ
るとともに, 意識した部位がどこで, それをどのように
しよう と したのか, そのためにどこの筋肉をどの程度, 
どのく らいの時間, 動かそう と したのかなどの情報を付
加させる。 指導者は, 学習者の描いた線画に実際の身体
の動き (図中の点線で示した倒立) を追記することで, 
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A. 学習者が描く 線画 B. 指導者が提示する線画
図 3 . 想定する 「内的フイー ドバツクに基づいた線画
(倒立を対象) 」
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学習者に 「内的フイー ドバツクがもたらす情報によって
描いた像」 と 「実際の身体の動き」 の誤差を認識させる。 
また, その 「線画」 と 「実際の体の動き」 から学習者の
「誤差検出能力」 および学習者の内部感覚の高まり を把
握し, 次にめざす身体の動かし方, そのために身体部位
のどこを意識し, どこの筋肉を, どのよう に, どの程度, 
どの方向に動かすかなどを 「線画」 を用いて指導する。 
すなわち, 「内的フイー ドバツクに基づく線画」 を用い
た指導によって, 学習者は, 運動中の自分自身の身体の
動きをどの程度, 像と して描けているのかがわかる。 ま
た, 学習者の描いた身体の像に, 指導者が 「実際の体の
動き」 を追記することで, 学習者は 「内的フイー ドバツ
クがもたらす情報によって描いた体の動きの像」 と 「実
際の身体の動き」 との誤差を認知することができる。 さ
らに, 筋感覚などの内部感覚の情報を記述することは, 
学習者に内部感覚の意識化を促すことになる。 これらに
加え, 指導者の示す 「線画」 によって, 学習者は目標と
する体の動きのイ メ ージをつかむとともに, 体のどこの
部位の筋肉をどのよう に, どの程度, 収縮 ・ 緊張させれ
ばいいのかを意識して運動することができ, 「誤差検出
能力」 の高まりが促されると考える。 
m . 内的フイー ドバツクに基づく線画を用いた指
導法の作成
「内的フイー ドバツクに基づく線画」 を用いた指導法
作成にあたり, 次のよう に考察を進めていく 。 まず, 
「内的フイー ドバツクがもたらす情報」 を活用する割合
の大きさの観点から対象とする運動課題を考察する。 次
に, 指導の観点, 視点を考察し, 指導法の枠組みを捉え
る。 そして, 最後に, 具体的指導内容について考察する。 
1 . 運動課題について
「内的フイー ドバツクに基づく線画」 を用いた指導に
は, どのよう な運動課題が適しているのであろうか。 前
述した表1 に示すように, 先行研究では器械運動, 陸上
運動 , 水泳などのクローズ ドスキルを対象と したものが
多 く みられた。 これは, 球技のよう なオープンスキルに
比べ, 筋や関節からの情報, すなわち 「内的フイー ドバツ
クがもたらす情報」 に頼って運動を行う部分が多いから
と推察される。 そこで, 対象とする運動は, クローズド
スキルと した。 また, 工藤 (1980) が, 「視覚が他の感
覚に対し優位性をもつことが様々な条件下で明らかにさ
れてきている」 と述べているよう に, 人は体性感覚, 聴
覚などの感覚以上に視覚に頼って運動を遂行しよう とす
る。 そこで運動課題は視覚情報が得にく く, 主に体性感
覚からの情報によって運動を行う ことが求められる逆位
姿勢の運動が適していると考えられた。 さらに, 運動経
過が短時間のう ちに終わるものではない, できれば静止
状態がある運動の方が 「内的フイー ドバツクがもたらす
誤差検出能力の高まりを促す内的フイー ドバツクに基づく線画を用いた指導法の作成
情報」 を活用しやすいと考えられる。 これらのことから, 
運動課題は, マット運動の 「倒立」 が適していると考え
られた。 なお, 本研究における 「倒立」 とは, 日本体操
協会 (2017) の採点規則において技術的欠点による減点
のない, 腕を垂直に保って体幹をまっすぐに乗せるため
に肩角を180° に保っている状態とする。 
2 . 指導の枠組みについて
これまでに述べてきたように, 運動技能が習得され, 
習熟してく とは, 外的フイー ドバツクによって運動中の
自分の身体の動きについてはつかんでいるが, 運動中の
自分の体がどのように動いたかわからない, つまり自分
の身体の動きの像を描けない段階から, 内的フイー ドバツ
クによってもたら される情報によって, 運動中の身体の
像が描けるようになることで 「運動中の身体の動きの像」
と 「実際の身体の動き」 との誤差を認識できるようにな
る段階を経て, その誤差が小さく なっていき, やがて一 
致していく過程といえる。 したがって, 指導者は, 学習
者が 「内的フイー ドバツクがもたらす情報」 をどのよう
に感じ, どのよう にして運動遂行に活かしているのかを
把握することが求められ, それを基にした指導を行う こ
ととなる。 そこで, 指導法の観点として, まず, 指導者
が 「学習者の内部感覚の高まりを把握するための観点」
とそれを基にした 「指導の観点」 が必要と考えられる。 
そして, 次に, それぞれの観点の下位に位置づく視点の
設定が求められる。 具体的には, 「学習者の内部感覚の
高まり を把握するための観点」 として, まず, 考えなけ
ればならないのが, 学習者が運動中の自分の動きをどの
程度把握できているか, つまり, 自分の身体の動きを
頭の中に像としてどの程度描けているかをつかむことで
あろう。 また, その際, 筋や関節からのどのよう な情報
をどの程度感じとれているか, さらに, 「実際の動き」
と学習者が 「頭の中に描いた身体の動きの像」 を比較し
誤差をつかむことで学習者の内部感覚の高まり を把握で
きるのではないかと考える。 すなわち, 「学習者の内部
感覚の高まり を把握するための視点」 と して, 「学習者
が描く内的フイー ドバツクに基づく線画」 「内部感覚と
して表出される運動表象」 「実際の映像」 が考えられた。 
また, 把握した学習者の内部感覚の高まりから, 指導者
は学習者が次の動きを生み出すための指導が求められる。 
そこで, 「指導の観点」 としての視点として, 「指導者の
示す線画と意識させる部位」 「声のかけ方」 「補助の仕方」
などが考えられた。
ところで, 運動技能の指導は, 通常, 習得をめざす運
動の各運動局面における身体部位の動きを身につけ, 最
後にそれらを一連の運動として融合させていく方法がと
られる。「倒立」 の場合, 技能指導は, 「着手局面におけ
る動き」 「倒立姿勢の保持局面における動き」 「振り上げ
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局面における動き」 を身につけ, 最後に, それぞれの局
面における動きを一連の動きと して融合させていく こと
になる。 すなわち, 「着手局面」 における 「着手と目線」
に関わる身体部位の動き, 「倒立保持局面」 における
「基底面と重心の位置関係の把握」 「身体のかたちの把握」
などに関わる身体部位の動き, 「振り上げ局面」 におけ
る 「つま先の蹴りの強さ, 方向の把握」 に関わる動きを
別々に身につけた後, 「融合局面」 において, それぞれ
の局面で身につけた身体部位の動きを協応させ, 一連の
運動と して融合させていく こととなる。 そこで, 前述し
た指導法作成の観点に加え, 各局面における身体部位の
動きの獲得が考えられた。
以上, 述べたことが指導法作成における指導の枠組み
である。 
3 . 具体的指導内容について
佐藤 (2009) は, 「自分がどのよう な感じで行ってい
たのか分析した経験がない者が, 他者に対して “動きの
感じ”, コツを教えることができるはずがない」 と述べ, 
指導者が学習者の感じている 「動きの感じ」 をつかむに
は, 指導者自身にもその運動における 「動きの感じ」 を
分析的に感じ取った経験が求められるとする。 すなわち, 
「内的フイー ドバツクがもたらす情報」 を手がかり した
指導では, 学習者が感じている内部感覚を読み取るため
の知識として, 指導者自身にその運動の技能習得過程に
おける内部感覚の変容をつかんでいることが必要と考え
られる。 そこで, 著者ら自身が学習者となり, 倒立の技
能習得過程における運動表象及び技能の変化, また, そ
の都度感じる 「内的フイー ドバツクがもたらす情報」 を
記録し, いつ, どのような 「線画」 を描かせることが有
効なのかを検討することで具体的指導内容を考察するこ
とと した。
以上の手続きを経て作成したのが, 表 3 に示す 「倒立」
における 「内的フイー ドバツクに基づく線画」 を用いた
指導法である。 着手局面では着手する角度と着手時の力
の入れ方, 視線の位置について線画を描かせる。 姿勢保
持局面では, 肩と腰の位置関係, 腹筋や背筋, 大臀筋等
の力の入れ方について線画を描かせる。 振り上げ局面で
は, 振り上げる力の量とその方向について線画を描か
せ, 融合局面では, 身体を締める力の方向, タイミ ング, 
姿勢を制御するための肩の動かし方を線画で描かせるこ
とが学習者の内部感覚の高まりを把握することに有効で
あると考えられた。 また, それぞれの運動局面における
指導と しては, 着手局面では, 着手および視線の位置, 
着手時のマットと腕のなす角度, 着手時の手のひらの力
感を, 姿勢保持局面では, 手首と肩峰の位置関係, 肩峰
と大転子の位置関係, 広背筋を締める力感などを, 振り
上げ局面では, 蹴り上げる方向, 強さなどを, 融合局面
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表 3 . 壁倒立から倒立への習得過程における 「内的フィ ードバックに基づく線画」 を用いた指導法
運動段階 各局面の動きを身につける段階 融合するの段階 
局面 着手の局面 倒立姿勢保持局面 振り上げ局面 融合局面 
誤差検出能力 
の変化 
不感性が高 く 誤差が小さ く → 誤差がほぼない 誤差が大きい な ってい く 基性大g <、 - 不感性が低< 誤差が小さ く な っ て いく - 誤差がほぼない 不感性が高< 誤差が大きい一小 さ い 誤差が大きい ・小さい 視 点 視線の位置をつかむ 着手の方法と位置をつかむ 逆位姿勢の感覚 をつかむ 手首と肩峰の位置 関係をつかむ感覚 背中 (広背筋 ) を締める感覚をつかむ 肩峰と大転子の 位置関係の感覚を つかむ 広背筋、 大醫筋を 絞める感覚 をつかむ つま先の蹴りの強さ 、 方向の感覚を つかむ それそ' れの動きの 一連の動きに まと める 
学習者の描く 内 
的フ イー ドバツ 
ク に基づ く 線画 
の変容 _L 」L _L 
その時の映像 
内部感覚と して 
表出される連動 
表象 
マ ッ ト を見ること 
ができ る, 手と 手 
の間をし っかり と 
見るこ とができ 
る , 
手首の上に肩があ 
る状態で着す る 
と, 振り上げた後 
にぶれが少なく , 
ス ツと乗る感 じが 
わかる , 
指先が白 く なる< 
らい力を入れ, 
マ ッ ト をつかむ感 
じがわかる, 
脚と腰の上がった 
角度がおおよそわ 
かる , 
肩と腰と 手首が一 
直線になったこ と 
がわかる , かかる 
力が軽く 感じ られ 
る , 
腹に力を入れてへ 
こ ますイ メ ージが 
できる, 振り上げ 
る時からみそ、おち 
をへこませてお 
< , 
猫背になるよ う な 
イ メ ージを持つ, 
肩甲骨の間 く゛らい 
に力を入れ, マ ッ
ト を押す感 じがわ 
かる , 
肩と腰と手首が一 
直線になったこ と 
がわかる , かかる 
力が軽く 感じ られ 
る , 
お尻の下の部分に 
力を入れると, 足 
首まで含めて一本 
の棒になる感じが 
わかる , 
最大を 1 0 と考 
え, その う ちの6 
< らいの力で振り 
上げ , 真上に来た 
時に力が 0 になる 
< らいになるよ う 
調節できる, 
斜め前方向ではな 
く, 上方向にス ツ 
と引っ張り上げら 
れる感じがわか 
る, 
振り上げから静止 
すると きに肩が前 
に出すぎないよ う 
に止める感じがわ 
かる , 手首や肩に 
かかる体重の感じ 
がわかる , 
指導者の 
示す線画と 
意識させる 
部位 
視覚 ・ 筋感覚 補助を通した筋感覚 自らの 筋感覚 自らの 筋感覚 筋感覚 
あごを上げすぎ 
ず . どこが見えて 
いるのかに注意を 
向けさせる, 頭の 
角度に伴う体の反 
りや安定感をつか 
ませる, 
着手すると きに, 
マ ッ ト と腕が90 ' 
になっていること 
を視覚的に意識さ 
せる , 合わせて , 
手首と肩にかかる 
感 じを筋感覚的に 
つかませる, 
手の中で力の入つ 
ている部分や指の 
形などをつかま 
せ , 指での姿勢制 
御を意識させる, 
毎回同じ位置に着 
けているか確認す 
る , 基底面の中に 
重心からの垂線が 
入っている感覚を 
つかませる, 
肩と腰と足首の位 
置をイ メ ージ さ 
せ , 映像と を見比 
べ . 誤差を確認さ 
せる , 内部感覚か 
ら、 空間的位置情 
報をつかませた 
り、 体の位置関係 
をつかませた りす 
る , 
肩と腰にかかる力 
の感 じ をつかま 
せ , 軽く 感じ る部 
分が肩と 腰がよ い 
位置関係にあるこ 
と をつかませる, 
腹部の反りについ 
て映像と見比べ, 
腹 (腹直筋 ・ 外腹 
斜筋) をへこま 
せ , グッ と固 く す 
るよ うに力を入れ 
る感じ等の力量的 
な情報をつかませ 
る , 
肩から背中の部分 
について映像と見 
比べ , 背筋 (広背 
筋 ) の中央を意識 
し て猫背になり, 
両脇にグッ と開 く 
イ メ ージを持つ等 
の力量的な情報を 
つかませる, 
腹と背中がしま つ 
ている状態で前後 
開脚倒立を行い. 
姿勢制御の感覚を 
つかませる, 
映像と見比べ, 下 
肢を安定させるた 
めには醫部 (大殿 
筋 ) の脇が凹むく 
らいに力を入れる 
等の力量的な情報 
をつかませる, 
最大を 1 0 と考 
え , その う ちのど 
れ< らいの力で振 
り上げればち よう 
どよいかを脚の筋 
感覚からつかませ 
る, 
振り上げの際, 力 
がどの方向に向い 
ているか意識させ 
る , どの く らいの 
時間で真上まで行 
< かつかませる, 
その際に、 どの部 
位に力を入れてい 
るのかも意識させ 
る , 
「タ ツ ・ キュウ ・ 
ピン」 のリズムに 
合わせる , 自分に 
合 う リズムに修正 
する , 静止すると 
きに指や肩などで 
姿勢制御するため 
にどこ に力を入れ 
ているかをつかま 
せる , 
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補助具 工パー マ ツ ト 倒れても痛 く ないと い う安心感 を与える 工パーマ ツ ト ※前後開脚倒立の場合は , 璧から 3 足長離れたと こ ろに着手させる 壁 工パーマ ツ ト 
補助者の位置 前に立ち. 補助 (補助倒立 ) 前に立ち, 補助 (補助倒立 ) 
積に立膝で 
構え補助 
(前後開脚倒立 ) 
横に立ち補助 横l-_立膝で 
(壁に指をつけて壁倒立) 
(構 助1立 
か ら倒立へ) 
横に立膝で 
構え補助 
(前後開脚倒立 
から倒立へ) 
横から状態の確認 
(壁倒立 ) 
横から状態 
の確認 
補助の部位 足首 足首 背中と腹 足首 ,・中と腹 (倒れそ う な場合) 月 腰 
足首 
(倒れそ う な場合) 
足首 
(倒れそ う な場合) 
補助の仕方 し つかり とつかむ し っかり と つかむ 
補助者が支えなが 
ら , ち よ う どよ い 
位置まで動かす, 
補助者は倒れないよ うに背中と腹を支えるのみとす 
る , 学習者が自らちよう どよい位置までコ ン トロール
させる, 
補助者は腰を支え 
るのみとする, 学 
習者コ ン ト ロール
する , 
支える 支える 
補助の意味 ・ 役 
割 
安心して倒立位になれるよ うにする, 
補助をしながら, 実際に見ているかを確認する, 
安心して脚を振り 
上げられるよ う に 
する, 
肩と腰の位置関係 
を伝える, 
背中が反り胸が開いていると うま く 
できない壁倒立である, 胸を合み腹 
が凹んでい感覚をつかませる, 
よい位置でキープ
した り, 脚を入れ 
替えたり, するよ 
う に伝える, 
横から補助し, 脚 
がま つす く に腰に 
の っているかを伝 
える 
振り上げ足や身体の状況を確認し伝 
える, 
運動のリズム
「タ ツ ・ キュー ・ 
ピン」 を確認し伝 
える, 
声のかけ方 
・ 何が見えてい 
る っ 
・ 指は見えてい 
る ' ・ 頭がどの程度傾 
いているか意識し 
て , 
振り 下げずに床に 
近いと こ ろから. 
そつと手 をついて 
・ 斜めから入 らず. 
上から着手で きた ・ 
手首や肩にかかる 
力は変化 したか つ 
・ 指先に力を入れ 
てみて 
・ 手首に力がかか 
るのを感 じて 
・ 重さが指先と手 
首を言ったり来た 
りするよ うに コ ン
ト ロールし て 
・ 手の中で重心が 
安定する部分を感 
じているかっ 
・安心して振り上 
げて 
・ 体がどの位置ま 
で上がっているか 
イ メージできる' ・ 足先がどの方向 
を向いているか意 
識で きる っ 
・ 肩にかかる感 じ 
が変わると こ ろが 
ある っ 
・ いつも よ り楽に 
感じ る場所がいい 
場所だよ 
・ 今の感 じで一直 
線にな っているよ 
・ も っと腹をへこ 
ませるイ メ ージを 
持 って 
・ 腹のどのよ うに 
力を入れることが 
体が反らないこ と 
につながると思 
う ・ 
・ 体の感覚を作つ 
てから着手してみ 
よ う 
・背中のどの部分 
に力が入つてい 
る ' ・ 背中を広げて, 
あばらを独めるイ
メ ージをも って 
・ 床を し っかり押 
し てみよ う 
・ 体が反ら ないた 
めには、 背中のど 
こに力を入れれば 
いいと思 う つ 
・腹と背中を絞め 
た感じ をも ったま 
ま前後開脚倒立を 
し てみて 
・ 良い位置に来た 
ら, 脚を入れ替え 
たり, そろえたり 
し てみて 
・ 脚を1 本の棒に 
し てみて 
・ どこに力を入れ 
たら棒になりやす 
い つ 
・ お尻の脇ををへ 
こ ますよ う に力を 
入れてみて 
・ 璧にそ っと 足が 
つく よ うに蹴る力 
を調節して見て 
・ ち よ う どよい位 
置に振り上げるに 
は、 どのく らいの 
力が一番いい ' 
・ どちらの方向が 
体に乗りやすかつ 
た っ 
・ 脚が天井に引 つ 
張り上げられるよ 
うなイ メ ージを 
持 って 
・ 脚に力を入れた 
まま上に方向に振 
り上げて 
・ 腰を肩の上に 
持つて く るイ メ ー
ジで振り上げて 
「タ ッ ・ キュー ・ 
ピン」 を基にし 
て, 「キュー」 を 
も っと短< して 
・ 「ピン」 を②の 
タイ ミ ングに して 
・ 「ピン」 をする 
と きにはどこに力 
を入れている っ 
・ 脚が真上にきた 
と き肩をおさめる 
感覚を確かめて 
・ 脚が上に上がっ 
たと きにどこに力 
を入れると止ま り 
やすい ' 
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誤差検出能力の高まりを促す内的フイー ドバツクに基づく線画を用いた指導法の作成
では, 手のひらや肩にかかる体重の感じ方や肩峰, 大転
子, 外果の位置関係などを線画によって学習者に示すこ
とが 「誤差検出能力」 を高め, 新しい動きを生み出すこ
とにつながると考えられた。
今後の課題は, この指導法を内部感覚を言語化して表
出できる成人に適用し, 内的フイー ドバツクに基づく線
画を用いた指導が 「誤差検出能力」 の高まりに及ぼす影
響を検討することである。 
IV. まとめ
運動技能が習得され, 習熟していく とは, 外的フイー 
ドバツクによって運動中の自分の身体の動きについては
つかんでいるが, 運動中の自分の体がどのように動いた
かわからない, つまり自分の身体の動きの像を描けない
段階から, 「内的フイー ドバツクによってもたら される
情報」 によって, 運動中の身体の像が描けるよう になる
ことで 「運動中の身体の動きの像」 と 「実際の身体の動
き」 との誤差を認識できるよう になる段階を経て, その
誤差を小さく し, 「運動中の身体の動きの像」 と 「実際
の身体の動き」 を一致させていく過程といえる。 すなわ
ち, 運動技能の習得, 習熟には, 運動中における 「内的
フイー ドバツクのもたらす情報によって描く身体の動き
の像」 と 「実際の身体の動き」 の誤差を認知する 「誤差
検出能力」 を高めることが重要と考えられる。 そこで, 
本稿は, 倒立運動を対象として, 「誤差検出能力」 を高
めることで, 倒立技能の習得, 習熟をめざす指導法を仮
説的に作成することを目的とした。 まず, 先行研究を整
理 ・ 検討することで, 「誤差検出能力」 を高める手立て
について考察した結果, 「動きの感じを伝え合う線画」
の有効性が示唆された。 次に, 教育現場の諸条件を勘案
し, 「線画」 に筋や関節からの情報を言葉や記号によっ
て付加した 「内的フイー ドバツクに基づく線画」 を考案
した。 そして, 「内的フイー ドバツクに基づく線画」 を
用いた指導法の観点および具体的視点を考察することで
指導法の枠組みを捉え, そして, 著者ら自身が学習者と
なり, 倒立の技能習得過程における運動表象及び技能の
変化, また, その都度感じる 「内的フイー ドバツクがも
たらす情報」 を記録し, いつ, どのような 「線画」 を描
かせることが有効なのかを考察することで具体的指導内
容を検討した。
以上の手続きを経て, 「誤差検出能力」 の高まり を促
す 「内的フイー ドバツクに基づく線画」 を用いた指導法
が仮説的に作成された。 
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